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要 旨： 
本論文は、中世史家黒田俊雄による権門体制論ならびに顕密体制論に基づく歴史研究の

視角を、寺院史に収斂させて検討を進める際の諸課題についての提起を承けて、一休宗純

（1394～1481）とその門派を構成した僧衆・俗人や彼らの活動（すなわち「結衆」）を対象

とした、著者積年の史料分析の成果を、中世日本の社会生活史の諸局面の反映として把握
し、体系的に考察したものである。 

本論は大きく２部からなる。まず第一部「評議と祖師忌法会にみる一休派の結衆とその

史的展開」では、一休による印可と法嗣の否定が、法統断絶の危機を招いたため、一休没
後に、彼の塔所酬恩庵（現京田辺市薪所在）で行なわれた評議（衆議）が門派結衆の軸に

なったことを指摘し、また大徳寺真珠庵や酬恩庵において祖師忌法会が行なわれた過程を、

近世に至るまで綿密にたどっている。 
具体的には、第１章で、「真珠庵文書」「酬恩庵文書」を素材に、祖師塔である酬恩庵の

慈楊塔に結衆して展開した評議体制の 16 世紀前半から 17 世紀半ばすぎに至る展開を明ら

かにした。つづいて第２章から第５章にわたって、主として大徳寺真珠庵で執行された明
応２年（1493）の祖師十三回忌、永正７年（1510）の三十三回忌、天正８年（1580）の百

回忌、さらには延宝８年（1680）の二百回忌及び享保 15 年（1730）の二百五十回忌の各大

法会を対象に、残された記録類を綿密に解読・検討して、それぞれの運営体制・収支状況，
及び一休派の結衆形態を分析し、真珠庵が一休派の寺庵というよりは、大本山大徳寺の塔

頭としての性格を次第に強めて行くことを明らかにしている。 

つづく第二部「一休派における僧俗の結衆とその史的展開」では，僧俗の結衆に論点を
進め、一休派教団が広く社会と接点を持った様相を歴史的に跡づける。具体的には、第 1

章で、応仁・文明の乱で荒廃した大徳寺の復興が、一休の遺志を継承した一休派によって、

堺の豪商や戦国大名などに働きかけて成し遂げられたこと，中でも連歌師柴屋軒宗長の勧
進活動が特筆に値することを述べ、第２章では、戦国～江戸初期における葬祭や授名を通

じての在俗信仰者－とりわけ若狭・近江の武家など－の結衆状況などを明らかにし、第３

章では尼ならびに女性信者の結衆形態にも筆を及ぼしている。さらに第４章では「泉南仏
国」の語義・由来とその実態を論じ、中世都市堺で教線を拡大した禅・念仏・法華などの

宗教的世界の中での一休派の位置づけを試みた。 



祖師忌法会の収支状況の解釈、一休派の意義ないし性格の規定、さらには一休の貴種性
の問題など、なお一層の検討を要する点もあるが、既発表論文に多くの新稿を加え、かつ

膨大な史料の綿密な分析・検討をふまえた本論文が、未刊史料を公刊・紹介した付論も含

め、従来の研究では空白に近かった一休派の歴史的研究と意義づけに関して、基礎的かつ
本格的な考察を遂げたことは何よりも大きな成果である。よって本論文は博士（文化史学）

（同志社大学）の学位を授与するにふさわしいものであると認められる。 
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要 旨： 
上記の審査委員３名は、２０１１年５月２８日午後３時から、徳照館２階共同利用室に

おいて、学位申請者に対し約３時間にわたって学力確認を行なった。まず口頭試問では、

提出論文への詳細かつ多岐にわたる質問が行なわれたが、いずれに対しても的確かつ明快

な応答が得られ、さらに申請者は日本中世の禅宗史・宗教史だけではなく、広く社会史・
文化史についても広範な学識を有していることが立証された。また引き続き行なわれた語

学試験（英語）においても十分な語学力を備えていることが確認された。よって、学力な

らびに語学力は、十分なものであると認める。 








